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平成16年（2004年）

全
木
連
50
年
史
を
刊
行

全
木
連
の
沿
革
・
木
材
業
界
の
変
化
を
収
録

一
面
　　全
木
連
五
十
年
史
を
刊
行
　　各
　　

　　　　　　種
委
員
会
で
活
動
を
検
討

二
面
　　カ
ナ
ダ
向
け
輸
出
梱
包
材
を
め

　　　　　　ぐ
る
動
向
　　常
勤
役
員
事
務
局

　　　　　　長
等
会
議
を
開
き
事
業
計
画
な

　　　　　　ど
検
討

三
面
　　平
成
十
五
年
の
新
設
住
宅
着
工

　　　　　　数
は
前
年
比
増
加

四
面
　　景
況
調
査
　　

　
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
た
全
木
連
は
、
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
「
全
木
連
五
十
年
史
」
を
刊
行
し
た
。

平
成
五
年
に
「
四
十
年
史
」
を
刊
行
し
て
い
る
た
め
、

特
に
そ
の
後
の
十
年
に
重
点
を
置
き
、
沿
革
を
ま
と

め
た
。
そ
の
ほ
か
、
各
都
道
府
県
木
連
の
活
動
を
紹

介
。
ま
た
、
五
十
年
間
全
般
に
わ
た
る
沿
革
の
ほ
か
、

全
木
連
創
立
以
前
の
団
体
活
動
の
動
き
も
収
録
し
、

資
料
と
し
て
の
価
値
も
持
た
せ
て
い
る
。

　
五
十
年
史
の
編
纂
は
、
輪
湖
元
彦
全

木
連
顧
問
を
編
纂
委
員
長
に
、
平
成
十

四
年
よ
り
取
り
か
か
っ
た
。
特
別
委
員

に
浜
田
宗
男
氏
（
木
材
調
査
会
）
と
辻

潔
氏
（
日
本
林
業
調
査
会
）
を
迎
え
、

創
立
か
ら
四
十
年
間
の
回
顧
及
び
最
近

十
年
の
歩
み
、
五
十
年
史
年
表
、
全
木

連
創
立
以
前
の
全
国
組
織
略
年
表
の
と

り
ま
と
め
を
依
頼
し
た
。

　
本
編
に
あ
た
る
、
こ
の
十
年
間
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
の
各
担
当
委

員
が
ま
と
め
た
。

　
こ
の
十
年
間
は
、
そ
れ
以
前
の
四
十

年
間
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
目
ま
ぐ
る
し

く
世
の
中
も
木
材
業
界
も
変
貌
を
と
げ

て
き
た
。
そ
の
変
遷
を
全
木
連
の
活
動

を
通
じ
て
と
り
ま
と
め
た
。
例
え
ば

「
森
林
・
林
業
基
本
法
の
成
立
と
基
本

計
画
の
策
定
」「
木
材
産
業
構
造
改
革
対

策
本
部
の
設
置
と
成
果
」「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
へ
の
対
応
」「
木
材
フ
ェ
ア
の
実

施
」「
木
材
価
格
表
示
の
見
直
し
」「
全
木

連
登
録
格
付
機
関
・
登
録
認
定
機
関
へ
」

「
建
築
基
準
法
と
品
確
法
に
対
応
す
る

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
」「
室
内
環
境
汚
染
問
題
へ

の
対
応
」
な
ど
で
あ
る
。

森
林
管
理
局
（
支
局
）、都
道
府
県
庁
、

大
学
・
研
究
機
関
、
報
道
機
関
等
に
配

布
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
全
木
連
は
、
一
月
に
各
種
委
員
会
を

集
中
的
に
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
検
討
、
活
動
の
方
向
な
ど

を
決
め
た
。

　
ま
ず
、
一
月
十
六
日
に
、
乾
燥
材
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
た
め
の
委
員
会
を
開

催
。
既
刊
の
乾
燥
材
生
産
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
続
い
て
、
樹
種
別
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
と
と
も
に
、
講
習
会
を
ブ
ロ

ッ
ク
別
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
準
備

に
入
っ
た
。

　
一
月
二
十
二
日
に
は
、
木
屑
の
適
正

処
理
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
委
員
会
を
開

催
。
焼
却
炉
の
規
制
措
置
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
支
部
か
ら
、
木
屑
の
み
を
燃
や

す
焼
却
炉
の
実
態
調
査
を
し
、
測
定
回

数
の
緩
和
な
ど
を
求
め
る
活
動
要
請
が

あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
の
開
催
で
あ
る
。

こ
の
要
請
活
動
を
、
突
き
つ
め
て
い
く

木材産業シンボルマーク

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
三
百
頁
余
に
収
め
、

千
五
百
部
作
成
の
う
え
、
全
木
連
会
員
、

関
係
団
体
、
国
会
関
係
、
中
央
省
庁
、

　　全
木
連
各
種
委
員
会
を
開
催
し

　　　　　　　　今
後
の
活
動
方
向
を
検
討

と
、
法
改
正
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

委
員
会
と
し
て
の
対
処
方
針
　（　）案
は
、
委

員
会
直
後
の
環
境
省
等
の
動
き
も
あ
り
、

そ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
、
ま
と
め
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
対
処
方
針
　（　）案
は
三
月

の
理
事
会
に
諮
る
。

　
な
お
当
日
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

に
一
石
を
投
じ
た
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
神

話
の
終
焉
」
の
著
者
の
一
人
、
東
京
大

学
の
渡
辺
正
教
授
が
、
規
制
に
よ
る
実

害
を
知
り
た
い
と
の
こ
と
で
、
会
議
の

始
ま
る
前
に
、
委
員
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
が
、
委
員
か
ら
は
現
象
に
つ
い
て

の
一
般
論
は
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
被

害
金
額
ま
で
は
出
ず
、
感
覚
と
実
態
の

か
い
離
が
あ
る
た
め
か
、
や
や
一
般
論

に
終
始
し
た
観
が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り

も
、
正
確
な
情
報
を
蓄
積
し
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
。
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　　カ
ナ
ダ
向
け
輸
出
梱
包
材
規
制

　　　　　　　　実
施
延
期
で
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
状
態

　
本
紙
十
一
月
号
既
報
の
と
お
り
、
カ

ナ
ダ
向
け
の
輸
出
木
材
梱
包
材
の
検
疫

措
置
（
熱
処
理
ま
た
は
く
ん
蒸
処
理
か

つ
梱
包
業
者
の
登
録
）
は
、
本
年
一
月

二
日
か
ら
の
実
施
を
当
面
延
期
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
最
新
の
情
報
で
は
、
本
年
後
半
か
ら

来
年
前
半
の
う
ち
に
は
実
施
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
と
い
う
。

　
実
施
と
な
る
と
、
国
際
基
準
（
植
物

検
疫
処
置
,
15
）
の
厳
格
適
用
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
、
生
産
者
と
し
て
の
登

録
や
梱
包
へ
の
表
示
が
必
要
と
な
る
。

現
在
は
、
適
用
前
で
あ
る
が
、
カ
ナ
ダ

政
府
は
、
国
際
基
準
の
導
入
を
図
る
た

め
の
前
段
階
と
し
て
、
一
月
二
日
以
降

の
日
本
か
ら
の
荷
口
に
つ
い
て
は
、
国

　　　　動
き
と
の
情
報

　Ｅ
Ｕ
も
同
様
の

　
Ｅ
Ｕ
へ
の
輸
出
木
材
梱
包
材
に
つ
い

て
は
、
Ｅ
Ｕ
独
自
の
方
式
で
、
認
証
工

場
に
よ
る
熱
処
理
と
表
示
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
現
行
の
方
式
に
替
え
、
今
年

七
月
か
ら
、
カ
ナ
ダ
と
同
様
の
方
式
に

す
る
と
の
情
報
も
あ
る
。

　　全
木
連
・
全
木
協
連
合
同

　　　　　　常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議
開
く

Ｊ
Ａ
Ｓ
展
示
会
入
賞
工
場
決
ま
る

　
全
木
連
と
全
木
協
連
は
二
月
十
九
日

に
東
京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
合
同

の
常
勤
役
員
・
事
務
局
長
等
会
議
を
開

き
、
平
成
十
六
年
度
政
府
施
策
や
全
木

連
・
全
木
協
連
の
事
業
計
画
（
案
）
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
こ
れ
は
、
各
都
道
府
県
木
協
連
等
か

ら
事
務
局
の
責
任
者
が
出
席
し
て
、
毎

年
こ
の
時
期
に
行
っ
て
い
る
も
の
。

　
会
議
は
、
久
我
全
木
連
会
長
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
ま
ず
、
平
成
十
六
年
度
の

政
府
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
林
野
庁
木

材
課
長
と
国
土
交
通
省
木
造
住
宅
振
興

室
長
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　
次
い
で
議
事
に
入
り
、
全
木
連
・
全

木
協
連
の
平
成
十
六
年
度
事
業
計
画
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明

の
う
え
、
意
見
を
交
換
し
た
。

　
全
木
連
の
事
業
計
画
は
、
例
年
の
と

お
り
昨
年
末
か
ら
、
全
木
連
事
務
局
全

体
で
練
っ
て
き
た
も
の
。
平
成
十
六
年

度
の
重
点
事
項
は
、
①
消
費
者
視
点
を

ふ
ま
え
た
木
材
利
用
推
進
の
取
組
み
②

環
境
・
健
康
・
安
全
へ
の
規
制
の
強
化

へ
の
対
応
③
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
見
直
し
へ

の
対
応
④
木
材
産
業
の
体
制
強
化
へ
の

取
組
み
で
あ
る
。
出
さ
れ
た
意
見
を
活

か
し
て
、
加
筆
の
う
え
、
三
月
の
総
会

に
諮
り
決
定
す
る
。

　
次
に
、
全
木
協
連
が
実
施
し
た
木
材

産
業
高
度
化
総
合
対
策
事
業
（
利
子
助

成
事
業
）
の
終
了
に
伴
う
措
置
に
つ
い

て
事
務
局
案
を
説
明
。
原
案
を
三
月
の

理
事
会
で
決
定
し
、
実
行
す
る
。

　
次
に
、
別
項
の
記
事
に
も
あ
る
「
木

屑
の
適
正
処
理
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
検

討
委
員
会
」
の
検
討
結
果
と
対
応
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
次
に
、
外
国
人
雇
用
問
題
と
外
国
人

研
修
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
全
木
連
と

し
て
の
考
え
方
を
説
明
の
う
え
、
意
見

交
換
し
た
。

　
以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
活

動
報
告
と
し
て
、
木
材
Ｐ
Ｒ
の
方
針
、

ラ
ベ
リ
ン
グ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
問
題
、
環
境
問

題
対
策
な
ど
最
近
の
諸
情
勢
に
つ
い
て

二
十
四
項
目
に
わ
た
り
報
告
。
連
絡
を

行
っ
て
終
了
し
た
。

　
昨
年
八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、

全
国
八
市
場
で
開
催
さ
れ
た
今
年
度
の

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
（
第

三
十
一
回
）
の
受
賞
工
場
が
こ
の
ほ
ど

決
定
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
主
催
三
団
体
特
別
賞
、

農
林
水
産
大
臣
賞
、
農
林
水
産
省
消
費

・
安
全
局
長
賞
、
林
野
庁
長
官
賞
に
つ

　
一
月
二
十
三
日
に
は
、
木
材
製
品
の

自
主
表
示
検
討
委
員
会
を
開
催
し
た
。

本
紙
既
報
の
と
お
り
、
木
材
の
ラ
ベ
リ

ン
グ
を
考
え
る
委
員
会
で
あ
る
。

　
木
材
の
ラ
ベ
リ
ン
グ
は
、
現
在
も
多

種
多
様
あ
る
が
、
本
委
員
会
が
検
討
し

て
い
る
の
は
、
他
の
制
度
が
カ
バ
ー
し

て
い
な
い
情
報
の
表
示
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
品
質
規
格
で
あ
れ
ば
、
Ｊ

Ａ
Ｓ
が
あ
り
、
持
続
的
経
営
林
分
か
ら

の
木
材
に
つ
い
て
は
、
日
本
型
森
林
認

証
等
が
あ
る
。
そ
こ
で
委
員
会
で
は
、

原
産
地
、
加
工
の
程
度
、
樹
種
を
表
示

の
対
象
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　　こ
の
仕
組
を
推
進
す
る
た
め
、
趣
旨

に
賛
同
し
、
自
主
的
に
情
報
を
表
示
し

よ
う
と
す
る
者
を
会
員
と
す
る
組
織
を

新
た
に
立
ち
上
げ
る
予
定
で
あ
る
。

　
一
月
二
十
七
日
に
は
、
Ｐ
Ｒ
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　
本
委
員
会
の
活
動
は
十
年
目
を
迎
え
、

中
長
期
的
な
検
討
を
行
っ
た
。
ポ
ス
タ

ー
は
、
十
六
年
度
も
作
成
す
る
。
地
産

地
消
の
動
き
を
全
国
的
な
運
動
に
向
け

る
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
検
討
し
て
い
る
。

　
公
共
施
設
の
木
造
化
へ
の
取
り
組
み
、

そ
れ
に
対
応
し
た
供
給
体
制
の
確
立
ま

で
め
ざ
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
も
検
討
の
方
向

に
あ
る
。

際
基
準
に
従
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
到

着
地
に
留
め
置
い
て
検
査
す
る
こ
と
も

あ
る
と
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
輸
出
梱
包
材
の
事
業
者

の
間
で
は
、
事
前
に
生
産
者
登
録
や
表

示
の
た
め
の
ス
タ
ン
プ
を
準
備
す
る
動

き
が
急
に
な
っ
て
い
る
。
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い
て
は
、
二
月
十
六
日
に
東
京
で
表
彰

式
を
行
っ
た
。
他
の
主
催
各
団
体
の
会

長
賞
は
、
別
途
開
催
市
場
で
伝
達
す
る
。

　
受
賞
Ｊ
Ａ
Ｓ
工
場
は
次
の
と
お
り
。

　
注
（
　
）
内
は
工
場
所
在
都
道
府
県
。

順
不
同

　　主
催
三
団
体
特
別
賞

　　農
林
水
産
大
臣
賞

　　消
費
・
安
全
局
長
賞

　　林
野
庁
長
官
賞

　　全
木
連
会
長
賞

　　全
買
連
会
長
賞

株
式
会
社
オ
オ
コ
ー
チ
　　　　　（
三
　　重
）

銘
建
工
業
株
式
会
社
　　　　　　　（
岡
　　山
）

株
式
会
社
沓
澤
製
材
所
　　　　　（
秋
　　田
）

中
国
木
材
株
式
会
社
　　　　　　（
広
　　島
）

中
勢
森
林
組
合
　　　　　　　　　　（
三
　　重
）

株
式
会
社
西
村
木
材
店
　　　　（
三
　　重
）

株
式
会
社
オ
カ
ベ
せ
い
材
　　（
福
　　島
）

株
式
会
社
遊
佐
製
材
所
　　　　（
山
　　形
）

荒
木
田
製
材
所
　　　　　　　　　　（
三
　　重
）

株
式
会
社
日
田
十
条
　　　　　　（
大
　　分
）

株
式
会
社
庄
司
製
材
所
　　　　（
山
　　形
）

吉
源
木
材
株
式
会
社
　　　　　　（
福
　　島
）

金
子
製
材
株
式
会
社
　　　　　　（
埼
　　玉
）

株
式
会
社
丸
七
ヒ
ダ
川
ウ
ッ
ド
（
岐
　　阜
）

有
限
会
社
倉
地
製
材
所
　　　　（
岐
　　阜
）

有
限
会
社
ヤ
マ
ハ
ヤ
　　　　　　（
岐
　　阜
）

院
庄
林
業
株
式
会
社
　　　　　　（
岡
　　山
）

セ
イ
キ
林
業
株
式
会
社
　　　　（
岡
　　山
）

株
式
会
社
川
辺
製
材
所
　　　　（
岩
　　手
）

株
式
会
社
一
戸
製
材
所
　　　　（
岩
　　手
）

株
式
会
社
西
根
製
材
所
　　　　（
北
海
道
）

協
和
木
材
株
式
会
社
　　　　　　（
福
　　島
）

有
限
会
社
荒
川
材
木
店
　　　　（
福
　　島
）

株
式
会
社
イ
ト
ー
木
材
　　　　（
栃
　　木
）

伊
藤
林
産
有
限
会
社
　　　　　　（
岐
　　阜
）

影
山
木
材
株
式
会
社
　　　　　　（
静
　　岡
）

恵
那
小
径
木
加
工
協
同
組
合
（
岐
　　阜
）

宮
川
森
林
組
合
　　　　　　　　　　（
三
　　重
）

斎
藤
木
材
有
限
会
社
　　　　　　（
三
　　重
）

山
下
木
材
株
式
会
社
　　　　　　（
岡
　　山
）

中
村
製
材
株
式
会
社
　　　　　　（
熊
　　本
）

熊
本
モ
ル
ダ
ー
加
工
事
業
協
同
組
合
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
熊
　　本
）

株
式
会
社
佐
藤
林
業
　　　　　　（
熊
　　本
）

合
資
会
社
立
山
製
材
所
　　　　（
熊
　　本
）

福
島
県
郡
山
地
区
木
材
製
材
協
同
組
合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
福
　　島
）

鈴
寛
木
材
株
式
会
社
　　　　　　（
宮
　　城
）

軽
米
木
材
有
限
会
社
　　　　　　（
青
　　森
）

大
北
産
業
株
式
会
社
　　　　　　（
茨
　　城
）

有
限
会
社
須
田
製
材
所
　　　　（
岡
　　山
）

株
式
会
社
田
中
材
木
店
　　　　（
熊
　　本
）

日
進
木
材
工
業
株
式
会
社
湯
前
出
張
所

製
材
工
場
　　　　　　　　　　　　　　（
熊
　　本
）

有
限
会
社
稲
村
製
材
所
　　　　（
岩
　　手
）

有
限
会
社
安
心
院
製
材
所
　　（
大
　　分
）

株
式
会
社
佐
川
産
業
　　　　　　（
茨
　　城
）

交
告
製
材
株
式
会
社
　　　　　　（
岐
　　阜
）

株
式
会
社
鈴
鹿
製
材
所
　　　　（
岡
　　山
）

日
進
木
材
工
業
株
式
会
社
八
代
出
張
所

製
材
工
場
　　　　　　　　　　　　　　（
熊
　　本
）

株
式
会
社
武
末
製
材
　　　　　　（
熊
　　本
）

椎
葉
森
林
株
式
会
社
　　　　　　（
熊
　　本
）

磐
城
造
林
株
式
会
社
　　　　　　（
福
　　島
）

有
限
会
社
亀
田
材
木
店
　　　　（
栃
　　木
）

気
仙
木
材
加
工
協
同
組
合
連
合
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
岩
　　手
）

河
井
林
産
株
式
会
社
　　　　　　（
岡
　　山
）

株
式
会
社
鏡
水
　　　　　　　　　　（
岡
　　山
）

南
部
流
域
木
材
加
工
協
同
組
合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
大
　　分
）

有
限
会
社
半
田
製
材
所
　　　　（
熊
　　本
）

　　平
成
15
年
の
新
設
住
宅
着
工
数
116
万
戸

　　　　　　　　　　予
想
外
の
前
年
比
増
加

　
平
成
十
五
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数

は
、
前
年
比
〇
・
八
％
増
の
百
十
六
万

八
十
三
戸
と
な
っ
た
。
前
年
比
プ
ラ
ス

と
な
る
の
は
、
平
成
十
二
年
以
来
三
年

ぶ
り
の
こ
と
。

　
昨
年
の
年
初
で
の
大
方
の
予
想
は
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
の
百
十
四
万
戸
台
で
あ

っ
た
の
で
、
嬉
し
い
誤
算
と
な
っ
た
。

一
般
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
住
宅
ロ
ー
ン

減
税
適
用
締
め
切
り
前
の
駆
込
み
需
要

が
影
響
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
こ
の
間
の
木
材
の
荷
動

き
も
堅
調
さ
を
示
し
た
。

　
利
用
関
係
別
の
内
訳
で
は
、
持
ち
家

が
、
前
年
比
一
・
三
％
増
の
三
十
七
万

二
千
六
百
五
十
二
戸
。
持
ち
家
の
前
年

比
プ
ラ
ス
は
、
平
成
十
一
年
以
来
四
年

ぶ
り
で
あ
る
。
貸
家
は
、
前
年
比
〇
・

三
％
増
の
四
十
五
万
一
千
六
百
二
十
九

戸
。
給
与
住
宅
は
、
前
年
比
一
・
七
％

増
の
九
千
百
六
十
三
戸
。
分
譲
住
宅
は
、

前
年
比
〇
・
八
％
増
の
三
十
二
万
六
千

六
百
三
十
九
戸
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
利
用
関
係
別
の
各
着
工
数
が
い
ず
れ

も
前
年
比
プ
ラ
ス
と
な
る
の
も
、
最
近

で
は
珍
し
く
、
平
成
八
年
以
来
で
あ
る
。

持
ち
家
は
年
後
半
に
堅
調
さ
を
示
し
、

平成15年　新設住宅着工量

区　　　　　　分

総　　　　　　数

持　　　　家

貸　　　　家

給　　　　与

分　　　　譲

民間資金

公的資金

木　　　　造

床　面　積

（木　　　造）

＋　1.3

＋　0.3

＋　1.7

＋　0.8

＋　4.6

－11.5

＋　4.0

－　0.7

＋　2.6

＋　0.8％

着　　　　工　　　　量 前　　年　　比

1,160,083

372,652

451,629

9,163

326,639

917,384

242,699

523,732

104,038

56,348

戸

戸

戸

戸

千g

　　全
市
連
会
長
賞
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

―　4　―

弱　含　み

平成16年2月25日（水曜日） （第551号）（第三種郵便物認可）

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
上
乗
せ
の
戸
数
は
、

単
純
に
見
れ
ば
二
万
戸
程
度
で
、
わ
ず

か
で
あ
る
が
、
ム
ー
ド
は
上
向
き
と
な

り
、
こ
の
上
乗
せ
効
果
が
重
要
で
あ
る

こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
す
な
わ
ち
、
昭
和
五
十
年
代
の
後
半

も
毎
年
百
十
万
戸
台
で
推
移
し
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
木
材
需
要

の
減
少
感
が
、
そ
れ
以
上
に
強
い
の
は
、

工
法
、
部
材
の
多
様
化
と
い
っ
た
構
造

的
な
変
化
に
よ
り
、
既
存
の
流
通
ル
ー

ト
を
通
ら
な
い
取
引
が
多
く
な
っ
て
い

る
た
め
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
は
、

着
工
が
増
え
た
分
、
既
存
の
ル
ー
ト
に

も
需
要
が
回
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え

そ
う
だ
。

1月分集計表
モニター数131　　回答数77　　回収率59％

増加　6％（　5）
増加10％（　8）
上昇　4％（　3）
上昇10％（　8）

増加33％（25）
増加34％（26）
上昇　1％（　1）
上昇　6％（　5）

19％（12）
10％（　6）
21％（13）
11％（　7）
　7％（　4）

減少59％（45）
減少52％（40）
下降　6％（　5）
下降10％（　8）

減少18％（14）
減少22％（17）
下降　4％（　3）
下降　8％（　6）

　9％（　6）
　5％（　3）
12％（　7）
15％（10）
10％（　6）

72％（47）
85％（52）
67％（41）
74％（48）
83％（50）

53％（38） 46％（33） 　1％（　1）

変わらず35％（27）
変わらず38％（29）
変わらず90％（69）
変わらず80％（61）

変わらず49％（38）
変わらず44％（34）
変わらず95％（73）
変わらず86％（66）

モニター数114　　回答数70　　回収率61％

変わらず36％（25）
変わらず31％（22）
変わらず94％（66）
変わらず74％（52）

変わらず51％（36）
変わらず62％（43）
変わらず92％（64）
変わらず76％（53）

増加　4％（　3）
増加10％（　7）
上昇　0％（　0）
上昇19％（13）

増加30％（21）
増加17％（12）
上昇　4％（　3）
上昇11％（　8）

28％（　9）
　5％（　1）
19％（　6）
11％（　6）

56％（18）
86％（18）
62％（19）
72％（38）

減少60％（42）
減少59％（41）
下降　6％（　4）
下降　7％（　5）

減少19％（13）
減少21％（15）

下降13％（　9）

16％（　5）
　9％（　2）
19％（　6）
17％（　9）

63％（10） 37％（　6） 　0％（　0）

貸
家
は
年
前
半
に
堅
調
さ
を
示
す
と
い

っ
た
差
は
見
ら
れ
た
が
、
ト
ー
タ
ル
で
、

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
評
価

さ
れ
る
。

　
木
造
住
宅
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
年

比
四
％
増
の
五
十
二
万
三
千
七
百
三
十

二
戸
。
月
別
に
み
て
も
、
年
間
で
十
ヵ

月
は
、
前
年
同
月
比
で
プ
ラ
ス
を
示
し
、

堅
調
で
あ
っ
た
。

　
資
金
関
係
別
で
は
、
民
間
資
金
が
前

年
比
四
・
六
％
増
の
九
十
一
万
七
千
三

百
八
十
四
戸
。
公
的
資
金
は
、
前
年
比

一
一
・
五
％
減
の
二
十
四
万
二
千
六
百

九
十
九
戸
。
民
間
資
金
の
伸
び
に
対
し

て
、
公
的
資
金
が
減
少
す
る
傾
向
は
最

近
の
特
徴
で
も
あ
る
が
、
対
照
的
な
結

果
で
あ
る
。

　
ま
た
、
床
面
積
は
、
新
設
住
宅
全
体

で
は
、
前
年
比
〇
・
七
％
減
の
一
億
四

百
三
万
八
千
g
で
、
床
面
積
は
増
加
と

は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
新
設
住
宅

床
面
積
は
三
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
た
。
た
だ
、
木
造
に
つ
い
て
は
、
前

年
比
二
・
六
％
増
の
五
千
六
百
三
十
四

万
八
千
g
と
、
プ
ラ
ス
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
平
成
十
五
年
は
、
住

宅
着
工
が
伸
び
、
木
材
需
要
に
も
寄
与

し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
伸
び
率
は
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
い
わ
け
で
は
な
い
。
つ

ま
り
、
不
振
と
は
い
っ
て
も
、
基
本
と

な
る
百
十
万
戸
台
の
住
宅
需
要
は
依
然

と
し
て
存
在
し
、
こ
の
ベ
ー
ス
に
住
宅

建
設
促
進
策
に
よ
る
着
工
増
が
、
ど
れ

ほ
ど
上
乗
せ
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が

下降　4％（　3）


